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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 29年２月６日に公表いたしました平成 29年12月期第２四半期累計

期間（平成29年１月１日～平成 29年６月30日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知ら

せいたします。 

記 

 

１． 平成 29 年 12 月期第 2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 29 年１月１日～平成 29年６月 30日） 

 
連 結 売 上 高 
（ 百 万 円 ） 

連結営業利益 
（ 百 万 円 ） 

連結経常利益 
（ 百 万 円 ） 

親会社株主に帰属
する四半期純利益 
（ 百 万 円 ） 

１ 株 当 た り 
四 半 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 8,000 1,950 1,950 1,350 40円 14銭 

今回修正予想（Ｂ） 9,068 2,729 2,766 1,888 56円 06銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,068 779 816 538 ― 

増 減 率（ ％ ） 13.4 40.0 41.9 39.9 ― 

（参考）前期第 2 四半期実績 
（平成 28 年 12 月期第 2 四半期） 

7,664 1,907 1,922 1,326 39円 11銭 

 

２．修正の理由 

連結売上高につきましては、主力の経営コンサルティング事業において、業種・テーマ別に開催して

いる経営研究会の会員数の増加や、時流に適した業績向上ソリューションの確立と進展、若手コンサル

タントの早期育成効果等により、コンサルティング契約の受注が好調に推移し、計画を大きく上回りま

した。利益面につきましては、前述の増収要因に加えて、ロジスティクス事業における利益率の高い物

流コンサルティング業務の大型案件が好調に推移したこと、また、業務効率化を目的としたＴＶ会議シ

ステムの導入促進による旅費交通費の削減、セミナー集客の効率化による集客コストの削減等の取組み

により利益率が向上し、当初の利益計画を大きく上回ることとなりましたので業績予想を修正するもの

であります。 

なお、平成29年 12月期の通期連結業績予想につきましては、中期経営計画の見通しと併せ現在精査

中であり、確定次第、必要に応じて速やかに開示いたします。また、配当予想につきましても、前回予

想から変更ありませんが、今後の動向に応じて業績予想に変更が生じた場合は、速やかに見直しを検討

いたします。 

以 上 


